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氏 名 長 田 哲 也

(論 文 内容 の 要 旨)

金 星 の 雲 の 上部 の 性 質 を 調べ る ため,近 赤 外域 で測 光 及 び 偏光 観測 を行 な

った 。 観 測 に は,上 松 天体 赤 外 線 観 測 室 の108㎝ 望 遠鏡 が 使 用 され た 。

測 光 観測 は・ 位相 角(太 陽 ・金 星 ・地 球 を結 ぶ 二 つ の 線 分 の な す 角)27。

か ら94。 ま で ・ 波長3β μmで 行 な わ れ た 。 得 られ た 位相 角 依 存 性 は ,1970年

代 前 半 に 行 な われ て い た一 組 の 観 測の 結 果 とは ま った く異 な って い て,雲 の

主 要 部 の 上 側 に ひ ろが るhaze(も や)層 か らの 寄 与が 小 さ い こ とを示 して

い るo

偏 光 観 測 は,位 相 角18。 か ら171。 まで の 範 囲 に わ た って行 な われ た。

Circularvariablefllterを 用 い た 観 測 では,波 長22μmか ら4 。2μm

に か け て の 偏 光 の 波 長 依存 性 が 極 め て 鋭 い こ とが 明 らか に な った 。Kバ ン ド

(2.25μm)で は 位相 角 の 変 化 に応 じて 正 負 の 小 さな(1,5%以 下 の)偏 光が

観 測 され た 。3.6μm狭 帯 域,L'バ ン ド(3.8μm)に おけ る偏 光 は,位 相 角

約gocで ピー ク値そ れ ぞ れ 約37%及 び約34%を 示 した 。Mバ ン ド(5.0μm)

で は,金 星 の 夜 の 部 分 か らの 輻射 が 混 入 して 偏 光 を小 さ く して い るの が 観測

され た 。波 長3.6μm,3.8μmで は,金 星 の 極 で 赤 道付 近 よ り も大 きな 偏 光

が 観 測 され た ・ モ デ ル 計算 との 比 較 に よ る と,光 学 的厚 さの 小 さいhaze層

(τ し3.6μm)が1石1な い し1す2)が 濃 硫 酸 の 雲 の 上 に あ る とす る モ デ

ル に よ って,上 記 の 観 測 結 果 を説 明 す る こ とが で きるQ

波 長3.6μm,3.8μmの 偏光 の 大 き さが4.5日 な い し5日 の 周 期 で 変 動 して

い て,極 大 値 か ら極 小 値 を 差 引 く とそ の 差 が 約3%に の ぼ る こ と を発 見 した 。

波 長2.25μmで の 偏光 も同様 の 傾 向 を示 す 。 波 長5.0μmで は 有意 な 変 化 は 認

め られ なか った 。 変 動の 原 因は 不明 で あ るが,haze層 の光 学 的厚 さや 輻 射

温 度 の 変 化 が 関係 して い る可 能 性 が あ り,金 星 の 気象 の 理 解 のた め に 解 明 し

な け れ ば な らな い 現 象 とい うこ とが で き るo



氏 名 長 田 哲 也

(論 文 審査 の結 果 の 要 旨)

金 星 は,炭 酸 ガ ス を主 成 分 とす る圧 力100気 圧 に も達 す る厚 い 大 気 を もっ

て お り,そ の 気 象 の 研 究 は 惑 星 気象 学の 重要 な問 題 の 一 つ で あ る。金 星 に は

水 は ほ とん ど存在 しな い が,そ の 表 面 は雲 で お おわれ て い る。 雲の 実 体が 明

らか に な った の は1970年 代 で,可 視 域 の 偏 光 観 測か らそれ が 半 経 約1μm

の 濃 硫 酸 液 庸 と推 定 され た 。 そ の 後,金 星 探 査 機 が 中層 及 び 下層 大気 中の 雲

に つ い て よ り詳 細 な 観 測 を行 な った 。 しか し,こ れ らの 雲 の 上側 に ひ ろが る

haze(も や)層 に つ い て は,信 頼 すべ き観測 は 行 わ れて い な い ・

申 請 者 は,こ の よ うな 上 層 のhaze研 究 には,赤 外偏 光 観測 が 極 め て 有力

な 方 法 で あ る こ とに 着 目 した 。 なぜ な らば,濃 硫 酸 は 波 長3μm以 上 の 赤 外

線 に 対 して 大 きな 吸 収 を示 す の で 多重 散乱 の 寄 与が 少 な く,従 って 大 きな 偏

光 が 期 待 され るか らで あ る。 そ して,haze層 の 変 動 に 対 して も,赤 外 偏光

に は 変 化 が あ らわ れ る と考 え られ る。 し か し,い ま まで 金 星 の 赤 外偏 光 の観

測 は,数 も乏 し く,位 相 角 も限 られ,測 定 され た波 長 帯 もわ ず か で あ り・ そ

の よ うな デ ー タに もとず い てhazeを つ く る物 質 の組 成 が 論 じ られ て い る と

い う状 況 に あ った 。

申 請 者の 行 った 観 測 は,σ 』か ら1800に い た るほ とん どの 位相 角 に お よ び

短 い 期 間 内に 行 わ れ,多 くの 波 長 で の 広 帯域 及 び2.2μmか ら4.2μmに わ た

る狭 帯 域 の 偏 光 測 定 を 含 む もの で あ り,デ ー タは 豊富 で 系統 的 で あ る。 観 測

に 際 して は,金 星 は 明 るい 天 体 で あ るが 大 きさ を もつ こ と・ 金 星 は 天 球 」=を

黄 道 面 に 沿 って 動 き まわ るの で 多数 の比 較星 を 必要 とす る こ と及 び・ 偏 光 観

測 の 際 に 光 学 系 の 斜 反 射 を避 け る こ とに つ い て 十分 な注 意 が は らわ れ て い る・

測定 の 誤 差 は 測 光 観 測 に おい て1%以 下・ 偏光 観 測に お いて 約1%以 下で あ

り,申 請 者 の 観 測 結 果 は この 点 にお い て も極 めて 信 頼性 の 高い もの で あ る ・

観 測 結 果 の 要 点 は 次 の 通 りで あ る。

(1)測 光 観 測 。 波 長3.6μm,位 相 角270か ら940



(2)広 波 帯 偏 光 観 測 。 波 長2.25μm,3.8μm,5.0μm,位 相 角18。 か ら

1710

(3)狭 波帯 偏 光 観 測,波 長2.2μmか ら4.2μmま で0.2μmご と,位 相 角18。

か ら171Q

これ らの結 果 は 今 後,金 星 の赤 外偏 光 の 観測 に おい て,っ ね に 参照 さ るべ

き もの と考 え られ る。

測 光 観 測の 結 果 は従 来 の もの と全 く異 って お り,金 星 大 気上 層 のhaze層

に よ る散 乱が 全 幅 射 強 度 の うらで,わ ず か な 寄 与 しか して い な い こ とを 示 し

て い る。 偏光 観測 の 結 果 は,(1}波 長2,2μmか ら4.2μmに か け て 偏光 の 鋭 い

波 長 依 存 性が あ り,そ の 極 大 は 波 長3.6μmな い し3.8μmで 起 る こ と,(2)偏

光 の 極 大 は 各 波長 と も位相 角goo付 近 で 極 大 とな り,波 長3.6μmで この値は

大 き く37%に も達 す る こ と,(3)波 長3.6μm及 び3.8μmで 偏光 は金 星 の 極

で 赤 道 よ り も大 きい こ とを示 して い る。 これ らの 結 果 は,光 学 的 厚 さの 小 さ

いhaze層 が 濃 硫 酸 の雲 の 上 に あ る とす る モ デルの 正 当性 を 明 解 に 証 明 して

い るo

申請 者 は,波 長3.6μm及 び3.8μmに お け る偏 光 の 大 きさが4。5日 な い し5

日の周 期 で 変 化 す る こ とを示 唆 す る デ ー タを 得 た 。 波長2.25μmの デ ー タ も

同様 の 傾 向 を示 して い る。 申請 者 は,こ の 現 象 を金 星 の 雲 にっ い て 従 来 観測

され た 他の 現 象 や そ の モ デル を参 照 しつ つ 考 察 し,そ の 原 因 を 確 定 す る に は

至 らな いが,い ず れ に せ よ金 星 の気 象 の理 解 す る上 で解 明 さ るべ き現 象 の一1

っ を加 え た と主 張 して い る。 申請 者 の観 測 は5周 期 程 度 の期 間で あ るが,変

動 の 位相 が 各 波長 で 一 致 して い る事 実 及 び 申 請 者 の 観 測 が 体 系 的 に精 度 よ く

行 な わ れ て い る ことか らみ て,そ の 主張 に は十 分 な根 拠 が あ り,金 星 大 気 の

研究 に新 しい 課題 を 提 出 した もの とい う こ とが で き る。

以上 の 通 り,申 請 者の 研 究 は金 星 の 雲の 研 究 にお い て重 要 な 知 見 と極 め て

興 味 あ る示唆 とを与 え た もの とい う こ とが で き る。

よ って 本 論 文 は・ 理 学博 士 の 学 位論 文 と して 価 値が あ る もの と認 め られ る 。



なお,主 論文及び参考論文 に報告されてい る研究業績を中心 とし・ これ に

関連 した研究分 野について試問 した結果,合 格 と認めた。



　ヒ　　 　　ヒバ　 むド 　　 　　　

KY・T。UNIVERSIW.⊃,。 主 論 文

一 金 星の孟 外編光観刻 二 二

… 一…一 一ニ
ー 一辰 田 哲 也

一一

L-一 て ∫ て 一1儒 勾 月 『… 一'一



ARTMENTGFPHYS;C3

KYOTOU卜llVERSITY .

_」 ヨを匁 _

.一 一概 要

一ユ 序論

4

.些 ～L_一.

6

-.多1./金 星 観 刻 の歴 史 一 一 乞 一

__ .2_金 星 の 六気 一一_.一._一 一/2

3_∠ 金星 の 一1雲___一.一___

____∠L近 調9λZ3 、μ処)⊥でめ 金 髪 観 測24

_∠ 二L.一

五愛 史光観 茨L -.
____奎 江」金髪の測 光観測五 「認 セ、
-L2観 劇 越

⊃9
一一L

_ゴ 皿 一偏 光 ノ観 ラ則.一 一_..,一 。

.一一一___葦 ⊥ τ∠偏.撫 邊zの2遠 一理 一_

__一___2_偏 」光 吉土のノ ・二Eウ 塞ア___一

__3_一 偏 充 言ナの ソ■フトウzア ー..

∠と_観 」則__.___

-5L」 観 刻 蓋 果__一 一.一

一_一___」 の 協 光 の 波 一長イ依 存 柱 一一'醒

一_3L__

._.遷

__.4⊃__

(わ》偏 兇 め砿 相 角僑 牲 一

.(の 金 星面 の,局所 的 彩 航 厩 堤促,

_._(の 一4ケa2夕a周 期 の偏 売褒動

Iv考 雁

葦1,日 召ze層 の光学的承

》 備 充のを珀 一夕日周期度動 の原因

46

42_

よ/一 一.一一一

夕/一 一

覚 一一

〃≠

67

2

2

≧

ムノ

ク

∩
8



DEPARTMENTOFPHYSICS

KYOTOUNIVERSITY,
N。.3

___一 量⊥ あ 健

二VL謝 辞 9ζ

参槌' _一

一 一__
===二=表 工灘 三=互L図 ⊥凶鍾鐡L_一 生_
_.__一 気.鹸

、曇 のz＼

/3L__2」 嵐一_
条 並"

____一L彪 星
__5,観.刻 」継

一 3よ _一_
3亙 坦観 湛L盤L___遡_

_____=磁 銀一_____
___一 一 ご」∠1三」1____._タ3_一L__左_2遡 隻43

三7_」 池 一畝 昼 ユのt釜果 一一%_一.一 7偽 迄一__
ら ル しケ'め 亟一

_.一 一___写 イン乏二Z2λ 回 略 蛭__

____10_イ 使 用.Zf些 づ些_4,9

_.一_一_一 目_子 見 野 ヒ塗 星 の 形 一一_一塗9._

一一一_12_-cユ!戸 一己黍 果.一一_.免 一_

_一.一__.β_3.伽 処 ・'一 一._60

_一__一._14__3_5シ 〃些L∠'.-6∠__

_一 汐 ∫(砂 胚一・・_.-63_

_16地 域 別 モ ガ薩+算6夕 一

.17-一 争 ∫召 一8日 要化 ω6£

一一_12_,L-`2L69_.

_,〔9_/追 ワー又ぺ7ト ノレ クo-_

_一 一 乃 一.変動 の原 因試 耳 一一偽_



DEPARTMENTOFPHYSICS

KYOTOUNiVERSITY .
刀。,4

秘 要二'

__ .ヱ 金 髪 の一雲 め.上=部 の一左生≧質 を.調{立5た あ_近 」赤ヌ』域 で.測 光 一

お_捌 徽 槻 演佳 行 楚ーた_観 塑り1[三」腱」二拡ス陸血L欝 顕見2射室のノ凸翫拠

望 遠鏡 を便 用{た 。 一一 一__

一 見、齪_∠ 錘坦角_(太湯L2金星・地1琵ミ 鯖ボ )・ 嘉

僻 で ラ皮勧6μ血 一 立癖'加97塑

前 苧1・ 行 ナ葎 マい ・ 一 組 擁 測 の 離 と'才,た ぐ ≠'.い マ 蔭 の

主彊 趣Lと.復生仁_.血菱か3_ん亘z{}(壷畳 亙 一

ヱ釦動¢激 劃 鶴 の'ち、 豊 の塗麺 魏嬢 塗塗二面を観邊釦α並塑

む面めあ・則、壁 」璽%～2q溢逮 孟漉 匿歯 鐘 丞す。こ画h

一. ___差,三 」侵 の虹 観5身 担 を三期 一で敬 允月血 福 ブ9.魁脇3.>1丸 卍1をの」力豊 塵 月であ3。

一__一___._一._縛 篇 光 顔 ∫則1才 一猛 相 角.12巴かち 乙71。まブ¢、一養L圏1～.あた,て.行77た 。

___(ンBC迅 壁 …y璽14b{匂r釦起rを 用 主ゴ態観 ヲ則 で壁 一ラ皮長2。纏 塾 ら皇弘 哩1≧かけての

.一一一__偏 光 φ・鋭 い測 弥 一存 椎 が 弗 力・1諦 ・た ・一一κ・じ ド ピ2・廟 の で1初 姉 再

一 一

一.の 麦イ硲 艇 て一璋 の"述奴 窺 脳)偏 光 が 観 刻 さ妹.3伽 川群

_.一_域1一 ムフ身 ド∠蛎ン拠〉-1丸おけ多・偏流 笹、一イ左相 角包900で 一仁ら7・値_そ教τれづ銘



DEPARτMENTOFPHYSICS

KYOτOUNIVERSITY.
N。.5二

～34% 一を示⊥た・」14∠∫ンだヱ豊㍗塑)Lでは ∠金星 の・夜 の盗 劔 上ら一朔 畠 が

混 λして偏 光を」・さくしマい多励 ぐ餓 劃 鮎 た磁 蘇3如 塑、β馳 ぼ 往 _

・鍾 一の極 で、種 付丘 躍 麸 翅 猛 夏迦 擁 測 さ猛 　一.土血 乱 算ヒの

加 軸 三よ3と,光学的椴 のヨ幽 Σん雄 盈 τ錬 座 ノδヒうが ヲ墓壷磁

_の 阜えグL,とじ一あ 互■ヒづ曹多 〒しテみ1～で三上表Lの 垂彦呆壷≦臓乞』旦ヱ三望』。

二皮長 一3一躯 勉、3.嗣 坐逸 イ碗んの太一きさ企二整 」ヨ～女日眉盟

マ度 動 ヱいヱゴ動 値 並.樹 麺 を一ひぐピ猛 が 一3%'・ の'ゴ3と の 一

ことを観11て.一 ラ皮長2～ 紳 て踊 一九姻 才袖 如.鍾 去 滋

夕叙 μ一で1す痴竃1r妻 ん 控認 めち込な金 た・一一変動 匹原 因は不明∫遡

加zC層 φ光学的厚さ'一彪 射ラ置皮の麦夷 が1闘係 しラい3一元能崔ガマ}

一あワ、一庭 の気麹 望筋 蜘1一 名輔 腔`プ演 勒 岨 恥 丞 毯_



DEPARTMENTOFPHYSICS

KYOTOUNIVERSITY.

_._一___一.一__一 地6

ミ ⊥L庄 論⊥'

姦 系逸 盛 星」乃.iち、禾 皇.幻 徐き8っ の惑 星,=,才、

～ ～.辻&て._何L猛 醗 五仁ご_雲_==二 六気.中⊥逗_考ヵこポ 泣.子の集合 一

_.雌 在す5_地 珪 以5左 で_雲 の体二系一の砺 究 が もっとも進 ん

. 一 一_____一 一_f堆 ア7主)一 一一一 一一 一.

_一_で 立 狡,笠塗 星てあ蚤 二 金星一の雲の上層 σ 地 球 力・ら観劃

1二 ニ コ 壷 並 五 互.テ 汐 力二二香 多い。 とこ梵 そ撮 露 の

1こ三.[額 亘 二1魯威 霧 叢3の 威分」大きさの!鍾 などが よく

f三二二 三 五 ヵ・1っそ兄盃1砿i二ll互童征 石れわれ ま一赤外域 ブ カ」光

一 こ

_一_■三=一舜 一び フ偏 光1ラ5}観ラ巨・」∫芝 チ『動ア」二し}、そ一れ らを ロ月ち1レー'=し ょう

一 一 　一　一 ヱliた 二三

一こ」覆 章 斉 五 望ず こ至1.で ∠鍵晃観 劇 φ、歴 史 を零5セ

ニニ」三 一一[医 履 こ護Σ 葵淫17歪 星の 太 気」雪'ミ っいマ 知 られ7い5

一一 一二 三二三三⊃llを⊃ 娠 あ
一ム 多4そ 互_雲 房 上層 パ 関 す 訓咽 題 点 とそれ

一一一一　一一一三i三 ラ≒アて1そi酬ど
の圭 う1煽 ≡ラ農ラ纏 ・』ヵジ4了7≠っ汽マ=き'ハカ＼を ・ぷワカ・え

　-r

-__う__垣 塗 一壷五 み 観 刻 溶 とごう重 諏 でき3か を.述バ5・

　一三

一_」 瀬)焔 匹 おそら《一タヌ上鉢 慮 蝋 糧 油 アンモニア些メタンの雲 に一 一

つ.い て」」iL_{手Zん 一ど ゴ可ゴ6右 々㌧=てい な いrl… ∫ρo∫〆`o♂ αf・1923♪ 。
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劉,金 星 観 劇 あ雇 更 言一一⊥ ∬ 一⊥-1-一一一可『 …r-一一'r-一一… ● …一

金 里停 太 陽!月 に一次 いで 明 多い天体 で、バぜロニアニ_

1掴'恢 刀 りか ギ1じ ヤ な どの 献 文明 扇 癒 睡 覆 憂正乱

%録 が タ芸.7い 多。6吸/～/を どが ノ6!o卑'⊃ 自∫質あ一〔望壷 鏡 歪

イ更って 月の♪筒 ち欠 け ヒ1司様 .の一6立オ目斐イロ を一発 見 じて以ヨiL、

三自敬 痔 あ翻=葎 フて 入 賄 柔 助 監 望 遮 鏡 画 鉦 瓦

き・た 。/9世 、宅z末渉マラ,1最天あ溌 見け・、金 星表 面6天 気、の護 在ヵ些

ノ金 星σ7)太ア馨71看量ヲ三孟過二(/761年)1ヲ雫}(7}一陰 蓄≒多の1-=一じみ_力坐_」孟⊃ズ之』フ～一

た こと孫 うう.鰍 棚 観 刻 茄 才・金 縁 面 眉 証 酊 二

陸 複 縦 認 あ7い 弛 確 纏 舩 で乙控 く、…4>勤 鋤 当蔀

お お わ・hマ、弓 ⊃とが 定 説 となった 。.直径(地 疎 の09夕 〕イ麦近

太 陽 力・らの乎均 距 離(地 球 の グ72傷)な ど栃 地 球 ど双 孔

の 盛 星 としマ 劣命 の塩 在 謹 予 鯉 さ旅た(以 上、εr磁 ～ん加1(_

/9Σ)3)o∬ 一__旧

20世 紅 亨がけrまマ然.2っ の 重零7発=見 が なさムた 吃.

第 一1=滴 分 鰍 ペ クθレ写夏 棚 錫=f耗02ヵ 嵯1勃 し 一
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..一一一_あ3こ.と 」が 一42ズzこユた ℃1.93ユ 茎.)。 一∠9夕皇i与イゼ後 半'㌃'渉 マイ

ー一_ _一_一 クρ〉皮.φ.麹 劃1㍉ よ'L約.60q./〈 と・づ ∠)η9乃砺 θ5～た〃μ 雇 酵ε

ニ ー三…τ三葱{薔 盛丞 ⊃1±カ≡∬ こ」ら1τ歪 乙ら 一'詰3「 温 室劾 契 」∬ミよう7地 赤

_一 一__の ラ島度 ヵジ高姦,玉 達 ■∬て一い う とし7一説 明 され 多;0ρ21才

　一■三二

一地 表 菱至 あ亟 外 一鶉 身{[を吸 収 しマけ い 、一蔓デ宙 空 間Ri逃 が さ

∠な い の 二乙7Lゑ 。_一 一__一 一_.._一 一.一

一『　 一…『一『一一

一___毛Lう一ズ5L虚皿紫3ラ1〔系泉τψ撮 老ζ多され汽 写真`で〔雲・の綬オげ・

一が 一

1`き う■}《 あ壼縁1て三1まであ多で192フ 与)。 ・長 期 間 に

一一　4ろ

1≒iう」紫タム亥或 マぐφ写」真ヵ・ら、.Z)o〃ん ∫r197」㌻)/∂『2欠の」づ≠げ

二7三 二二翌紅 瓦行互必 ⊂義一_一_一 一L-.

一 一一…一ユ江爺 五孟痩万三1済あ巨窒を擾 倒{
仁 したようア♂ 晒 い挨 蒜…があゑ

…一一一　『一一　一盃%認
」鋤 Σ、摸 旗 認 昂 働 侮 命 巌 総1な …

1一 τ ㊥1衡 寡虐 棚
の周期 マ凍 画 西く 颯 動 マいう,

1磁 而 至
イム脇 磁 鰍 ぐ明多伽 こと砺.

一一 一τせ似 丁4
日ゼつ 回 」転 てセ・・うめ1才1雲だ σプあ 多・纏 の自彪・

一一 周堀 わ 痘凱 オ向1才 柑`1蜘 ら西7協 こと仇 チ 例7」
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〔≧一よ」」わ 一力Σ2一直 。_2≧ 夕βの イ公扉云周 期 」」 馳 向窒」一のL2皇芝胆 自毫乙_

厘1期 血 あ一_金星.上二ご(心_a」_Cイ 条」え「左コ ヨク)ぬ」友＼ら此ヨ」の鈎L孟で二_)

_.. _一 一_.1才.地.球 め_ノ.た7 .日 間 一二で 一あ 多。

塗 呈 の雲 が 進 「で」で きて上、勉 ・ρっ いマσ 0

_______≦ 豆≡産さこ」=τ 卍2二て_」よう土竺く__≡多っヵ、り=3乏食あ マ ニミL左=◎ ≦弄〃r197ユ)と ン

.一 痂 η9雌塑鍵 二飽 昌止3農 砥 酸 色液 適⊥説 が

撒 孤磁 。」伽e配 ヒ∠∠9ク蒐 色 テ汐一解 哲 にみ石 確惣

盆』」玉.ρ_彼ら1す亘 視 域.付 近一の∠痛 一え麦見麦びめ己デ ー か'

__」 咳 超 ちヱ並 泣3・ 酸球 称 ∵ 蔚 殉 叛 ゐ・錐 劃 學 惣__

_(唄 蜜β主⊃_一._____一 一_.___一
った 薫 ・彦 か'或5___」 有纏 」血 ク≧_と⊥強 室のよ 一

σの一その.履擁1能 た短 塗 」2一ρ.∠夕 〔2ヒ」2重£ω竺)_て あゑ 一一 との諺論

一.一 一 一一を一出 し一肩1.鉾 一hう 一夫 き≠翫 と1%上 静 の2鍍`96・ κ)娃 一

一　 ∬三 妥 爵

堤 唱 鮎 ていた 物 質 のうちで 濃 硫 酸 説 碕 力嘱 党・月でと一

こ一二 たあ であ3。_一.また一_ρ。ノ仮6ん 一♂ αノ,て7917夕)■の近 一7赤」評 スペク包レ_

て二 侮 陛 〉さ欝 鮮 径の球が 務飾 〃ω 祷 左す揚 合、_一一

「散診し薦一のノ有劾 乎均 毛径 μ と 肩劾 ク撒zカ/●お 欠式で定義 さ1ら5。_一

二 ∬1三.∫ 一一些,4ラ髪鶏 緒 募 び=汐 輩窪鶏謡斉 一
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ヘ ー一=r; _;二_____ 一______
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.～ _荘3幽 劃 長 し赦 表7》疲 収 齢 し∴ 硫 巖 流 の鍾 域 で一

,複素雁准 を去し話い3コ ヒて刀ηθz)～互⊥)血Lた .。

.一_. 一___一. 一この 洗う揺_地 仁かち の観 〉則Fカ ρえて 、_塗 星 探 査機L_

・かちの観 塑⊥が堕 お.た。表一1」に 鐘 遍 腿 血 τ

___∠ 金望探査機萱血 α≧1雌3 _1≧提)L_一_

ぢ一威∠果 を右描 した探 査ヨ幾ヱ■ 血 ±と丈Z」 ヒ2.ヱ堕30』

__一L匿 〕笠ン金髪伽施通 ソー 二

と妬 て、一一可視鐘 伍 の搬 舶 伽7観 測盤 謝 の

三二 一_翻 坐電波.えんぺいを劉用⊥た大気の層繕 孟観5則豊どを、続」けたゆ_

_.___墨 壁z⊥降王磁 気彊 コ狙 泌L塩 囲気!藤 験

を行 ない、大気 セ婁,遡 ⊥て色テ三鵬 ゴ隻。_ま丞_こ の∠他 尺

i⊥ 一τ ⊥べ 冴7駄 隆 一1-一鹿 の べネう探 査機 み 表弥 軟 者産 〔 表面

一 …}1

-_一の高 ラ1…i導葛ノi均3.而寸えて ラ÷タをま差づτミLてti多。…一_一..一______

一⊃ 欠区_こ れらイ金 屋探 麟 の威 募結イ含あマ、/金髪の大気

…

.三 乏 郵 っしLであ.一勧 挿 め知 識 を勃 あてみ3。 一一一一一
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_ゑ コ イ金星探 査一衡 三.乙ω!～れ /95)3よ'ノ)_____一

MisslonsToVenus

Spacecraft Launch Encounter Type EncounterCharacteristics

Mariner2

Venera4

Mariner5

Venera5

V6nera6

Venera7

V6nera8

Mariner10

Venera9

VbneralO

Aug.27,1962

June12,1967

June14,1967

Jan.5,1969

Jan.10,1969

Aug.17,1970

March27,1972

Nov.3,1973

June8,1975

June14,1975

PioneerVenuslMay20,1978

PioneerVenus2Aug.8,1978

Sept.9,1978

Sept.14,1978

0ct.30,1981

Nov.4,1981

1984

1984

Dec,14,1962flyby

Oct.18,1967

0ct.19,1967

MayI6,1969

May17,1969

Dec.15,1970

July22,1972

Feb、5,1974

0ct.22,1975

bus

enロy-probe

flyby

bus

entry-probe

bus

entry-probe

bus

entry-probe

bus

enロy。probe

Ωyby

orbiter

enロy-probe

Oct.25,19750rbiter

Dec.4,1978

1)ec.9,1978

1)ec.251978

Dec.211978

March1,1982・

March5,1982

1985

1985

enロy-probe

orbiter

_」 ■国■一■ト

→

__一 一

_一__　

Venerall

Veneral2

Veneral3

Venera14

e鉛
Venera15

(亀)
Veneral6

bus

entry-probes

flyby

entry-probe

flyby

entry-probe

flyby

entry-probe

nyby

entry-probe

nyby(Halley)

entry-probe

flyby(Halley)

enロy-probe

closestappr。ach:34,833㎞

bum一 ロP

hardlander,nightside

closestapproach:4100㎞

burn-up

hardlander,nightside

bulm-up

hardlander,nightside

burn-up

softlander,nighlside

bum。up

softlander,dayside

closestapproach:5700㎞

pedapsis:1560㎞;apoapsis:

112,200km;period;48hr,

18min;hlclination34010'

softlander,dayside

pedapsis:1620㎞;apoapsis:

113,900㎞;pedod:49hr,

23m直n;inchnadon:2go30'

softlander,dayside

面apsis:<200㎞;

apoapsis:66,000㎞;1鴎dod:

24hr;血clination:1050

burn-up,dayside

4hardlanders,daysideand

nightside

closestapproach:25,000㎞

softlander,dayside

closestapproach:25,000㎞

softlander,dayside

closes〔apProach=unknown

softlallder

closestapProach:unknown

softlander

closestapProach:unknown

softlander

ciosestapProach:ロnknown

softlander
一,一

__一一.一

_じ 主1晩 ηε腿ゴ虹16.は一「計画力　

猛 とけ二砧-.纏1・

_一.一.}.

「
"
、

一
7

0多
〃
.

麦 史され 、

薩 しマ い

!923」≠6月2θ ・7日'=一一

う098夕 与版 躍 肴 与表)。

_一
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_多.2..ノ 金 星 のL大 気__一__一_一 一 一 一一____.__一__

.ここ___._⊃ 金星1轟1蚕 嘉 嬢L⊥_そ 一の励 ⊥と地表で庄_

__へ ・!06とムα仁」に 毛達 「すδ。..太 気 圏 腱2匁 の.3二2.の腹 域 」竺伽 丈7_

論 」じゑ 込」3⊃ と=が,多い 。

_」,≧ 塑(≧ρムoヒ雌h△ ら_12,」L加L(]高藤 ∠働 一L一

一__._輔 …;12」 堕 鷹 カ・ら_¢ 砺 働(一 己抵 超)

峰 二_a∠晦L一 蓮 上翻_

上五薇 五逐繭1ミ ー浸∠領域鎚[乙ああ雌 圏並 周圏L

三 一漁 薗加 。天 彦分 携稲 帰 。一袖 襯 と欄 周 の塩 星_

=二(勉 圏L署面α⊥τ高度一6ρ汝皿磁1文2彊_互3∠ 乙愈 菱」並[一

一一 離
65扁 ろ%勧 雇 憩 雲甦 層 ヒー%上 遜 企 伽 一

L三 蒼 卵挿 の観 測 に一力Σ拶 嶺 夙 であ多・一_一 一 一 一一一一

一…一一一二 ττ天気あ威 分 を
.=表2ω φ)R示 すてz鞘z撤 π一∠983

一二1沸).一 一%夕%一 を 乙・2が 一占五3・ 甥 が 疏 て∵ わす城

三1痛 がスア」どがノ訪 ゴ3訂 高 度1蕩 ヤラ昆!謬比 綾 な多気伽 左一

「 ㌫ 示 瀬1・3∴ あ中でf詔 ≧0と β02が 島 蜘 の一
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表2一 ∠金星 太気の威∠分 @〇 九Z畝 κ」墾3」の

(a) RecommendedValuesf6rGasesMeasuredbelow100kmAltitude,

withMixingRatiosAssumedConstantwithAlt量tude

Species MixingRatio

　co

凡

96.5±0.8%

3,5±0.8%

He

配

甜

殴

12a

7

70

0.7

orO.05±

十24
-8

±3

±25

±0.35

0.025

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

aValueisextrapolatedinIotheloweratmospherefrommeasurementst且kenabove130km

aldtude.

昌

一 (b) Reco㎜endedVa置uesbr削titud←Depeoden曲ingRatiosof

MinorConstituentsMeasuredbelow100kmAltitude

Species MbdngRatio

(ppm)

A畳titudeofMeas皿rement

(km)

一
_.一_」

CO

H20

SO,

H2S

.一
一

ロ

㎜

懸

卿

350to1400a

l80

〈10』

50

30

20

<ho40a

100

0.05

<10

150

1

3

0.4

0.005

2

100

90

75

64

42

22

cloudtOP

<55

70

55

22

55

〈20

64

64

(?)
___._一.一 一一

O, (seetext)

「rhequotedrangeofvaluesencompassestheobserveddiumalvanation .

.__.一 『皿一一

一
_一_　

一 　』
● ・

一__ニ ー一 一 一一 一
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._._二_蘭 連ゴ≧重飯 あ洗コ至方かL函 じ幽 乙釦 磁

喰 ヨL伽 と凶蛆2働 済 癒 註オ盆 翅 勉こ3L

_一 __.で あ一3-一θタ坐えぱ7う 。/z-」・oノ.ノ92ユ)朋 。_.

_一 ___六 気 の 雛 の 一翻 乏一図 一7[≧ホ.工 」 豊佐 ≡ヱ ・

_」 をゴヌLの塑 ユ三∠の■L2=が 彦笠定⊥た 歪のz孟3_乙 勘 鯉3__

仁よ3ユ。=癖.狙 蜘 _渥度勾酉z江一=

⊃醸 母 丑遜 ので」蜴鋤 座函 象で丞さ癬 霧)吻 覧 ム鉱赴L

≧拠1史_太気趣 す逸㍉⊥封 ぼ 力劃.1霊定ズあ5こと睡9
『■

_ノ 灸易 全体 ドあ 挿 丈気の温 度1駈 金星 調 回碗 パイ才二た を が の_

一____フ 』ビターの室 衣 えんぺい を塵 オ丘す匙 と仁ようマ 求幽 四

三 二 画一三]才_諺 友 乞獲.軸L仁一と腹て歴Z温 友 薦 造 を丞 し一たもので あ豊_

曲三

_乙 万 ヲ/0だ 一属 ノ!923君 β)・ 高度 ～60緬 以 石哲才一

一一　

..一絃 度z3凝 温 度ク・違 い'才あ≠ツβ■ た 仔卦 。一.とこうか嘗一ク0た〃イ翫

一

一一一1纏 、砥 額 地 廓 特 徴 が 見ら縛 い亦 叙 緯 度7・.曾'駄_

一　 一 一す
3・領 域 馴 ま.一ぎ　とし磁 蹴 層 が 漏 紳 マい3。__一

}一 … 一… 差 度
φ 知 笥 的 変兆 力喰 出昂7い 多.た だ し沫 気の 一
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TABLE

SummaryofVenusCioudandHazeProperties

Region A魅itude

(km)

Temperature

(K)

OP1ica且Depth

7

(ato.63μ)

AverageNumber
Density(Ncm-3)a

MeanDiameter

(μm)

晒roposed

Compositionb

UpperhazeC

Uppercloud

Middlecloud

Lowercloud

Lowerhazed

Pfecloudlayersd

70-90

565-70

50,5-56.5

47.5-505

31-47.5

&

5

1
0

7
'

4
写

」4

225-190

286-225

345-286

367-345

482-367

378&367

0.2-1.0

6.0-8.0

8.0_10,0

6.0-12.0

0.1-0.2

0.05&0.1

500

(1)-1500

(2)-50

(1)-300

(2)-50

(3)-10

(1>-1200

(2)-50

(3)-50

2-20

50&150

0.4

BimodaI

O.4&2.O

Trimodale

O,3,2.5,&

7.O

Trimodale

O.4,2.0,&

8.0

0.2

Bimoda1

0.3&2。0

H2SO,+

con㎝nants

H2SO、 十

contanllnants

H,SO4+

crystals(?)

H,SO4+

crysta1S(?)

H,SO、 十

conta皿nants

H2SO,+

conIamlnants

aModelnumberdensityasdeteminedbylog-noπna1価UodatainSec .nl;modesdesignaIedbynumbersinparenthesis.

bSeeSec」VforinteΦretationsofcomposidon .

cFromTmvisetal .(19794,わ)andKawabataetaL.(1980).

dObservedon且yatPVLargeprobesite .

ePossiblyonlybimodal
.SeeTooneta1.(1984).
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亘 厩aが 一酵 匹 込 ヒ》ナヌ磁 ご先遍= .・・卸 匹

～_ _マ潅見刻ざ塾た 九凍2e一と肩易 蕗毛房ぞあ1夏と至遼1まンi露 二

_一 一一一1才ジ石瓦、酸 で1を あ一1ノテ等 η い 一ピルブμ飯 ら_μ 派 αビー92≧)⇒ _オ 墜 ニ

ー一 立 らの薇L劃 コどILτ てρL94ア の{α2_謹 子の猶 毛径 」2祢 担

一■圃国2__一 一

___墜_θ 訟w久6aな _4疋 」乙9あ)Lで あ'ノ 」皿罐 嵐駿 塵__

一 剤先乞考え3とτ」2躯)L≦互亘三と_1癒=三 『『

.μ4〆 あ遅0ん左→_灸 己∫(の」堂 屋⊥ノ97蜘 ・ち4Lノ ㍉例プて

'の 観 ラ則」3
.よ3毛 の'であ」麹L孟 畝 〃欧飯血 壷 て∠ £ζ∠)こ よ承はい_ _

___一 ノ釘 た ア三と塗ニナスが ・金笙匹」動達.1一た ノ9ク3与.沫 ヵ・ら △茎bρ且の」閥'二_

一_一 ∠犠 歪 の粟 ユ麺 産il互 蓋 とそ一疹ユモΣ翻 隔τ一圧 厄

一 　

遜 諭 アL長 期 匹 わた 勲 齪e層 の度 西 だ あ多の鉱i鉦L

-一.一__薇1労Uテ をタが二老"ひ'耀 辱 であ,う。.一 一一_一_一_

三 τ 二 ニ ー_以 上1赫 タトー劃 光 観 ラ則 榊 か=λ ≧…ア 顧 疏 破

一一一_一(云ロ呉収 帯 侍 二欠 のようプ♂こと宅{彦P禾 寸3。一この ラ皮長 域 で 停.一 一.

一'一 … 一吸

収 が 六 きい のだ ヵ・ら、多 重 散 乱 が 起 ソノ1=ぐ ・・。 よって、

_∫ 一_1二L金 ・髪を ノλ2二3/るイ〃てで観 現》一す多と,1廷 ヨたコ†1散孟しさP4へて一←ちマ「きたヲ乏」 一



　　　　　　ピ　　び 　　 　　　

KYOT。UNIVERSIW ・

万。,♪6　 一一=一 一ニ ー一一一 一一一 一一 一_ 」_一 ニー一‡_7_=一 一 一__一 一___一

～ の彦怜 鐙 まこ擾撒誕藩 逃弘 なIL天欝 藤'

至裡 さ麺 。」 舷 ⊥筆 い硬 ユナ」囚至』 止え!ま二加Ze層h変 イ⊆L

_ 一一_璽 どが1起 こっ《 時 その一反1編 奪 力遡 愛りで皇茎L薇 の去き室_

_..』3⊥ 可1難 が.あム _ユ 遭え.⊃癒 或一て壷 乞観 乱

一 玉いへ.勧 塑 鍾 珠睡 魚L葱 『溺.

必 」王_従 塞 の]毒見翌虹丸'歪_とごの.よ立f溢 の趣 逝L

々)。_.表長五 ≧拠 で魂 笹 ジ の3獲 頚 であ3:幽 _

α97∠ 一)み一乙〃%勉 提∠ノ望ク重⊃し_S滋 ～L瓦4て ∠麹22ρ

__一_一__たoκ と)ε～1歪 ノ967年.だLた 巨了_ノ9クo』 峯 バ 」4・♪郵 ム囚 ンだ0ヒ 豊6メ〃のL

__.の 麦見魂肇 五 」な し⊥_56κ ヵΣ{ILノ阜 」脳Lの 緬 画 の 痛 麺 ざ一_

_._を1得 ヱ⊥Lを 。L亘藤昆 域 二乙"φ一備 〕光 て最 大で一数 κ ∫一伽 皇包」偽 兜忽eだ

一__/9ク の ぜ ・人.ず;と 六 き.上土4直1叡 定 梅 的'=一 乃充 酸 モ労 ヒど_よく倉 う一。_

一一.し吃力、し、ノ観 羨'釦丁 イ立虜ヨ角 一ユgoと ～/400の4厘iと_だ 口=で一,__イ立痢ヨ虞

『

一 よ翫偏 光 め 変イ砂 ち 屈 折 率 を求 あ3二 と1さ 一で きな い.一_一__

一一

.乙 〃 属罠α 仔/9ク ユ年 と ク3年1=寄 フ回 一!〈`2.うμμ),乙 乙踊 μ餌♪,__

L-一.μr蜘 幻 あ観 刻 を行 ≠荷 い 多が 彼 の ・線1才 器 蜘=よ ダ
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.一～ 一=竺 の.倫 ん な一どのたあ,瀦 差 が2烈 厩 」三惣7● し、あ

一～ 一_一 一△4べと述 での_6回.の ♪劉 定_の.づ 『ち3回 ヵぐ くを% _,_」 麹%

_と し⊃う_上 下艮 しかΣ〃」旱・ら.撚7盆ヵ》た一たあ 、.乃気酸 一の7≠在.位 多釦歪Lを提 五玉L

一 毛逸 た謎.し カ'L_5乙 あ_逆.ノ_⊥ 捌 匝〕.のM∠ こ乏だヱ逸躯L

の観邊血 て,L).皇%空_巳3踊 葱 廼窒齢.L型_

盛 同重 玉.エゴ!.qμ拠〉凌・ら4■ミ頓μ)一差で■込観 劃 茎面 ヱ雌 _

_⊃ 碗 酸 の室ユ■.矛瘡⊥蜘 遁 壱塁=二 ⊥止 ン」塗並 で3巌 基却

達す%裕 乞 を4昇てILi鮎_ユゴfL」彼らめ厩2劉 唾 血

カΣら.∠豊60㌣ と 食/oρ.巳 定 」些2イ10色'ニ ー限 ち.爽 一ヱ 吐3。 一一一

こ.φ_と〉-Lこ 」侵 ヱニの毒見2則五拠 乏_しぐ+系 β・

一__玉 行 豊 種 玉速 「 す ぎ研.笠 まな す べて広 帯 域 〃'レ外 を獲27の

一一…一τ

_労IJ定7二 例 え'1ド 乙/ぐ一〉ド 畠 λ～姥 μ〃ρ の 範 囲 で ・偏 光がラ友長'=

一　一 　

よっマ ピの よう戸 隻 イし しマ い うか 「 関 す5テ ㌧夕 俘 とコ才 な カ、た 。.__一

　一 一　'冒

そ こで=わ れ4う≠M才./金 ・星o㌧ 近 赤 タトラ身り光 および4祐 光

一一三1⊃ 観

別 を行 かケ二上「 亡!て。 第 ζの旧標1字 、イ立箱 角を な3ベーぐ.

二1二1云 方く只 て 漏 べ輝 ぐデニ残 と多こヒ齢 い九 さ砿 論 一一
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.を ヱ諮丞壼 魅 期閥 内」1ぎず藩庭 Σ こ』「'蓋あん 一差L,玉

述止 拙 巌 期颪 τφ・1/しヵ∠あ血fこZ蜘 童4癒塑 塞 _i

_一 一して翌Σうφ カ＼長 期 間 妻/皇 を翌 ・1一定 丈ヱいう逆 力Σ 血から敷 」なう7(」並 岬

ヘ ヘ

カ'らコニあ一i≦。L__二欠いヱコ当M駈 乞観 謎 ユいて」2磁 鉦

ユ を便憾 盤 癒 』_.養i晃劃一の」　

_」 数㎎ 〔丑 で遍 少主一き笠見2血,≧ 麺皿 隻細 固込_

麹 ゴ魎 狙赴 ん囲 期.の搬 逆麦動感継_]

一 この五 二亙葦 ユ∵ン爽ち.症 つ し・了_述∠ぐゑ__

一」■ 』
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五望俵一 二
一i」._∠金星の測歴 見謝 ヱ巫 蘇

金望⊥t」皇 齪題EL玉 癒 塊 λ≧3回 で

_趣 麹 上3_L薩 瓦_さゐあヱ旦星麺 で"迦 高坐_
一

_____麺 睡 ⊥Ll亘LI_厘匠i魑 易江 あム_⊥ ・し 軸 の萢 』

一 重雌 塑Lをご調並曲L血'元'ら ない、烹が

3っ あ姿。 以 て て1kら=っ い マ 述 。べji

第ご二仁_∠ 金 星 ⊥と.泌 壊巴L烈zう し・マ か か り

_∠媚 角∫茎」L{(」可冶…並妻 イヒす 註と」己う一壷正乙あ菱。一痘麩 鎌

_____」 二戯 短 才二麹5さ を上ヒ、鎚 こと=よっマ行≠、鴨'

一 宝ニカ弍血 易金2擦 峯星既点温 ヱL∠金望甚_塾うが・ヱ壷匠

_あ 詮 。_____一 一一_一_一_一._____一_一__一

一___こ ■Lが二.観刻 色猶 度'三とこう一豹塞 とす3鵡 強 出器 上

一　 て 二%箭 読 縣
が ラ聖裡 的 て二 視 野 蹴 の赫 線 力け べ徊 働 率.

皿 一二 そ1痴
t点3一場 合 にぼ 間 題ljt-r♂い。 」かじなが■_実際 に 傷_

一一 二 視⊇野 内
1説.応 度 の冗〕ら.があツ、一普 通 一中'《都 ノで比 ベマ周辺郁.
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畠螂
〕立迎 壺 と二紅 てゑ_お そL幽転 寿撫_

、藍 丞 」よ・鎚L鉦 観 邊燈 ちゴ み3』_そ上ヱ塾 」麦簾 の岨麩L

と観1刻 ∠佐 と.碓差.1す__ひ 一3Lが・幽 喧 窒ぐ.二甚 ∠金星め

___遍 見.直一 査 天魑 囲 題_L

一
_一 陰幽線観劃」一_

のナ易鍾 灘 掘 見1才/・ 豹、喜径座9"圭 でであ3

____錫 の輩 頭 径 鐙堂趣 あ担ゑ の 」の ∠Ω"カ・ら 離 一θエ

_て イ立凋 角.9ρ つ]の2ダ 生を一Nマ_白 ∠謎崎.∠イ立祖 角.だ90。 Σの65'"老 で

_,_=麹 も3。 淋 マ ペ7の上 曲 上力瞳L

3甥 髄 の方紅 購 律秘.繊 薩 襯9玄 ・
　 　 し ヘ ヘ

ー一一一___.圭 でめ観 彦1控.勇テ」董づ注 ど1ミした一。 ヱ葦 で」丞 ざ 仁 詑う!-弦 調1色 の_

小 さいど3で のL壷 射 ラ負友6_、這 卦 が 重 要ム立 らて み3。一

暫4=ユニ』視 野 内.の,柊度鐘 をニガLす.」標孝望 を観 塑⊥

一.一一一.__倣 殉 一例 斌!金 駈 視 醗 砿 き爾 に 一小さな視 野で纏 齪

__一__一 一._卿 卿9す3二 雄 可能 だ低 そ栃 輻 射 謹 対 優 蔽 哀L

_一.一 一茎 お 診些 」ず ミわ あ7マ じノ カ'.←～'・.一..._.一 一_。.__
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100

一

一

i
「
E
ヨ

[一
一 一30-20-10010

△Dec(,3)

2030

一一……一 一 「 動「4

_ネ 購 内 お 惑1度 赤 為lR.ん 方 向 ブも!歪ぜ 同 才蒜く一一一三

一7.一 の 〃1卜節 を示す心.一.一_一 一 …一一一
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一 であ.ふ●こあ図1壷・乙 猛 解 多 ・屋ユ 〃の

___こ 圭月冠L註 磁 ろ侍"1べ1一 監占、_丞,=比 ベ マ ・,セン の威"イ も

⊥か1定 い ≧_と処.勧 しあ。

フ47=,♪ヒ'遡 』錘 あ3齪 上を」箋道 _

一面 侭 そっマ 重力き 回5。 ..ラ量Jラ乞一潅塑 ゴめノ痙較 星1瞳{杢 の」近≧優'=

と多〃～が麹 」し』Lのヱニ」L血 」雌 を選 血 二麹 め1ゴなろ

存 い 。 ま て.z趨'1汐 ・え11ド ぐン"ム λ{ン48〃 ・)で の 測 魑 金 二

一 豆≡蜘 珪L蹉 」控 盈 ぺ塗左生鍾 の星.慮3こ ペキドカf

____∠ 蜘L前 孟 込肱_λ ≧.払凸1気吸収堂 をコ持・た 特麹 血 レ」を

1マい多・ 肋 訊 ル%幽 唖 夙 とい'突 い纐 伽

_一 タニニ℃醤推'歪 図/0〈 塗9ぺ 二Σ辺参躍∴)」で観 葦・」一を行互ユた』_この

_二 二三ゴ痛 匡 吸一奴肇⊥詰3.及璽 た膨め麦化 住 些 べて.択ぐこ形堕蓮 い瓦蔽_

∠ こぎ3。_一__一_._〈3鐘 づ援 一_一 二 三

_一_,.一_一一_輻・射 強 友 を比 藪 す多標 拳 星匹庄 丞 生 公星を使 った_

一_孝 す ∵メ 君r亡 の_乙 ∠ぐンκマ"4)一朗5一 さ_.ゴ274加49一 て.ゐん腔∫o起44__

_二 三ニ ヱ%め1を_圃{二 笠 談 を仮 定 乙マニλ=36μ 幽乞の値(賜 α"}ん〃τ'>1二_
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二L盆 鉱 ∴短逸 の3っ盧=っ いマ1丁施 塵 董 己

副 互と一 色芝轍 を盆隻ム_ゐ掴 匹磁孟

_一一 てまL加 星血 し∠渥 の但 盛」轍 直幽 齪 」感 あた

二 二 二こ鍾遍 め蔽 と藤 五歪こ虞 励 をL・

一 絃 が↓の灘 域で 鉱 一%酬 ガ3`

__当 一薩 ㌦ と巨蹴 乏」衣]助 姻 趣 ム殖虚 一

二==継 幽 一3鋤 並1雇'光を鋤 宿 噺
　 ノ　ロ

覗 婆 髄 垂課 」廠雑 分∫厘 擁 おい文/立

_一 衣雛 を刻.趣 函 匹.堕考祐込菱・一重麹 血 態 匠

一_一 劉 磁 亜〕担 巳諺 　 一 登L

,二 醐 〕 蝕 癖 労秘 植 進の必 物みを

て 二⊃曜 射駆糞 卿 馳ル ゴ蕉献 おい襯 艶 五プ♂っ
一

一た___二 一一 一 一… … 一一一 一一一 一一}一
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一～」 一乏一2観聾 の虚 泉

一一 測」主こ諺鉱堂上騨 瞳1皇 一(冶1堕)の

/盛 伽 望遠イ鏡 に 液 佐窒素詮 却の.工πsケ赤外線2険訟器 を

と⊥=z一 麺 五 五已ゐ_左。L麹雌

_______」=≡E.⊥ 芝≧.廷Lト.∠丘立 祖)。 ヵ・、9・ 字。ナ7い を_7財 ∠玉』=Lて ⊥△」多 。

________表 釦L齪 劃孟 塞趣 工 _潅 ・旧/♪"

鑑 ∠金星企ろLLんU一の塵 的ミ換草噛 轍 纏,瞳 __
一(」 月廻 ラ主)_ 一_.一_

一 気量_、_些段島 乙較曼観塑ツ、時め猶 壷 の』夏ゴあ3

_去 気登 の孟 ヱニ六.気1二よ」を滅 光量一か喫 儲.劾 一

幽 逸μ 太気量L_比 了調 ⊥た.。ユれけAヱ磁 ヵ血

一 と直値鋤

一..一__一__一__盗 々の観 劃 値 の談 差迄 観 ラ創 時 の£/〈!比 施_

___求 層 」ヒ班%メ 鍍 上」縫 い 献 」絶 対 幻 互 霧 射 弦友 の誤 差益

一__ξLで 述 一べ た」ヒ〉穿ノ原 因1の禾 あ1二衷窒くゴ23Lそ 」て_その該災差の言彩 近

..一一.一.(月却 ⊇主)一 対 象 天体 の_天 須 からの角度 をzと 乙マ、兜`zを 大気 量一__

と よ ん で い3。 _._..一 一一.一____.一 一_
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表4二」則光.の.彪 星一」L

Comparユson

star

ぴAri

{メAur

αBOO

βCap

Flux

(10,17W/。m2/。 ㎡1)

1.68

5.05

15.1

0.406

　

________表5L_劃 五 観 。劇 蘇
、

Date

1982/

March

April

May

一 一 一

.一 一

June

July

1983/

Jan.

March

April

NOV.

Dec.

7

8

1

6

1

2

3

2

1

2

2

1

2

2

1

1

5

9

0

8

1

4

6

7

2

1

2

1

2

PhaseFluxFlux

anglea七1A・U・

(10-17W/。m2/。 ㎡1)

94?2

93?5

91,0

8799

8592

6594

6530

56ご5

44,6

27ご2

4695

47!0

5992

80ご2

73,6

72,6

72ご2

13.2

12.3

11.3

10.3

9.30

4.27

4.25

3.44

2.63

1.85

2.19

2.24

3.30

8.20

6.00

5.96

6.02

_1984/

March2829?22.01

5.35

5.10

5.20

5.28

5。30

4.88

4.92

5.10

5.08

4.58

3.95

4.00

4.42

5。40

4.93

5.06

5.19

4.94

Averaged

a■rmaSS

(Venus)

1.58

1.87

1.54

1.47

1.42

1.39

1.20

1.08

1.05

1.76

1.67

1.03

1.04

1.37

1.41

1.54

1.47

2.42

Comparison

star

βCap

βCap

βCap

βCap

βCap

(メAri

oぐAri

(メAri

O(Ari

(メAri

{メAri

〔メAri

{メAur

(メBOO

《〆Boo

O(Boo

O《Boo

0くAri

O(Aur

Averaged

a■rmaSS

(C.star)

1.76

2.63

1.58

1.78

1.63
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の4禍 光 計'=λ 射{た ヒ(よ う.赤 外 線 険 鐸 器 が 穗 じ5赤 外

、線 め弦 度 工ノ1才 〉欠め式'「 し斥 かつ 。 一一
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金 星 の光。7、β鰯 ＼飾 力・らの熱 輻 射 で簿 あ嶺r・ 僑 光 の.

モデ レ言慎.し θが。捜 線 ヒ駄,点 線 と黒 面 形 を

上ヒ,較 すくごき であ 多。 カ＼1ブを っrプ1k/諺 肱或 の 上.づ夏」カぐτ ぐ3今μ伽)一.

;0,03、 下 イ則 が τa吃 μM)ニaoo4の ん久Zeノ諺を 夜 定 し7い3・



旺P砿Tll1ヨ く丁OFP出'Sに3

K∵OTOL1;く1ゾ 三「ISIT∵,

∫66!

蓋

}

}{

50

(40s

.量

蒋30

董

£20

10

λ・3.8μm

鋳咳

●40"

凹13"

ぜ＼

3060901120150

PhaseAr旧le(deg)

図 」4図B嗣 様 の図 、波衡 ま謬 岬 。 一



　ヨ　バほ　　　バ　 む　 　ほソヨ　　　

KY。T。UIWERS【 窟 ・

,、(62

-∬瓦 ン疋の漁 磁 漉 演 広い縁 勲 輻 葱 弼 一

一 一_一一∠」α…賜 α〃・)でのイ値 ヵ1二常 △ -34μ 超71φ 殖a.わ 施 ≧ず㍉止 さLの 庄. 一_

.乙 レ!戸ン=よ55皮 考訪家・落4隻 め 誇養」察 と/司じブ 、弥多。 _一__一.__

一一.一 ラ蘇 争 顧 φ護,集 一幻 郵/触 麺L-4〆 め.視一野 物 観 測 一

一_一 訓態 一果 が二f♂あζフ虻仁要∠し.Lて虹愛のバ 対L_置 め一し董果一1記磁 っきヵ臨

一__⊃ ≠M亙⊥ンニイングー 大気の舌し淑に丹 ∠像が1誕す菱現.象二=二の葦多蜜奎感 う

_易 の上望 危込3。一/金星のラ乞2ヱ壷 醗 雄 薙 歪見野の望f立⊥二λれヱ麹 謬り

_三]一 たが=13〃ン易の、転 一〔時,爵乏力量 あ都分憂乙の熊 珍畠射 が 混 衷し了_1偏光乏_

一…三薄 あ疾

と考Σζ稲 冴君∫3。『ラ箆妄』与 幽で広 一徹乱 ざ拠斥太陽%の 、角4_

づ宅.の.熱皇多射 一が1分 があ 菱で/先イ9忽fソ切レ忽 ∠/979ゾ のて4劾 兇のイ遵μ丈きな

一_.景多響 を与 え3nだ 多う.き のような1ざ らつき庁 あ多力く 同 様 のイ泣相 角で些ζぺ

多と、/3'あ視 野 ブの値 σ4〆 乞の低 ソ日恥 ヵ・1状 きい.こ 税 渉瓦 一_

・々げ あ多芦、分 ヵ・らの湊燕輻 身寸の多少 に よ多るのブあ うラ。_一

こ茜 の波 痴 孫 課1才 ん 鹿 ∫θ97ノ),錨 ♂ ノ 、吻 ・)一.

盈 鍛 稲 〔で♂・・。愉 怖 一 ナ常雨 愈 但 が 得 畝 伽 ぬ4

(/ヲ7ケ)廊7〈Sレ あ.6「ノ,09£o)と 同 様 瞬 課 を巾 た・
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.一.一,」 の _金 星面 の局 所 診急ゴ瀟 光6劇 定 二 こ1-"r-一 ⊥'一一一一一`一

一一一一____ _』 皮=長3.6μ 処一と_3⑧ μ処で∵ 塗望 の孟道 彊 垂 匠 亟 イ包

一 の4宥】ラ乞をノ分・`ナて観 ラ舅彗{たOfi広 祥ヨ角7ちラ歪9と!_〃6「2;イ瓦霊1マフし(η才図17ノーデ タ.

_ぐ5・7ペ ーラ ・ン_ 一_一 一二 一__.

.一._ 一.一〔守塑Z笏 り 。イ五相魚∠6久望 での一註 果 歴⊥云∠面}奇1Σ 窃錆 意ユ

___差 を」≦」さ_塗 力上ユた。こ拠⊥西Lネ 見域.で の」髭郷 血 乃 濯ん ∫__

'99ρ 一}上1走」蜀3っ=ヒ い臥 一_彼一ら」壷」4皇プゐ ぐムのイ媚 盈五 拶 髄_

匹方向 が 三坦珂_血 彩 重i'ミ望3立 と」巨 走上種 ど赤道でY餉 」旺

1-一 一 一 一一 一

_∠ γ9グ果 望3⊇ ∂ 一を児 出⊥ 、-/z4Z=ヒー仁 謹 ・散 乱述 あ1…'と」望壱諭_

　

__ユ.た 。一一赤 外 でめ一倫 光一の方向13差 か立な々・2た.=と1才_差めラ皮ヨ…域 で

一忽Z郎 昼 錘i倣 乱 幽 ・◇ ど.猛 ⊥立 う..一.麹 轍 辺 勧

_光 堂的 厚 ざ飴 鯛 が",きいた雌 あ多いσ 妬 ε粒 勘 ・.助 懸 域 で

、不透 明 な物 「i愛ヵ・ら でき7、・多た あ カ、、そφli勾方 ヵ・控 よ3。 一 一一_

-ll「H-一 冴方、イ立相 角一〈,〃51『での ユー回 の〉則 定述,「和 ブ、一極 ての

編 光`才 麓 都 編 晦 力・嫉 ぎ・・.砿 飯,陥 葱 爾 算'=一_

一

よ和 武 高 緯 度 地 震 観 劃 〔斥鰹 あ ・偏 光1才 ・帥 丈きい ことが

ホ ぎ縮`図16).∫ 和 才盆 ど1マ 、 極 地 方 を見1て時1=は 金 星の
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一_ _み 刎■些 増大す菱一迄 に屯3し一(かし一」観 測 塾&麹 新 磁

_コ でよ3 一差 よワも」ざら1=穴 き し・。 こ拠1才、.茨西地 一方の加z£彦 の麦 歩汐罐 が

__一_」 爺置付近一,マ灰 べて』更燦1疋天墨 Σ1とす込建 説 萌 瑳遜 ζ。二突露ζ

_一 一_愈 嵌 ム磁_躍1_(伍 ～0)_乙拙 オニ ・ピー蛎 観躯 極地方
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(d-)纏 匹 蜘 司妬 一偏一骸 勤 一∫三1こ 二 ⊥ … 一噌　

一一一一一_. _ラ皮二長3・6μ〃{4一ヨ8μ〃・一でめ偏 充 の.末きさ乙'おお董ね

棚 功 ・護 イdマ い勲 与 主竜菅 追 って溺 ヒ(規 測 該 差位

_-L応 姓 獅 激 些のう・∫き奮 舜 力.が お 二とが 拗 易 画 互1π

一一一 盤3月 ユ≧a一匹 左 夏■岨 までの乏観 劃_図12に £麺 旦

一____力 誉ら12・麗a」 芝でグ芝競 箋身坐一の」諺星 を.示ジすL._一

一__∠ 偏 光.め_変 イもの凋 三期4隼,を調 べ豊一たあ1二」≦ヨ!7の2ヒ3蛎 幽,.

一_._え み 〃しの 一・纏 亙Σら一/f拓 憲 ク峻 τ計 算 ロ 泌 血 えが ・・瓦_

zコ の波 長 で 多 少 の透.い σ あ 多が 、.磨 らも4ぐ 弦 βの周期 を 一一..

一恕 ⊥・3。__.一__._一_
」■■■r『一一 一一}『 　
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._.一一_一 一一.こ の2つ の波 長 た"け 窃 ブrぐ ㍗22ξ 興 に 擁7五 一

一の 変イ匂 が み ら教 亡力・も λ・抑 軌,賜 一 の 劾 し と御 欄

…『 　一を ま しでし1一

う。一'図17で'丁3月 ユ別ヨと 今月6日 の メ〔ぎな倫 ラ乞が

≧φ3ラ 皮吾 すべ て1ミ あ ちわ れマい3、 図 θ ブ'才 λこ3易 伽φ

∫ 一 変 動 ヒ λ;2。2伽 の 麹 が 常1ミ 同 び傾 向 を示{7い 多⊃躍

ζク1ペーデ月却 ラ主)

わ か3。
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ぜ _生一じた カLを⊃考藷 …す 菱し_最 後[.1翌L種 」の.彦止迄、鑑,果
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